
で
い
る
途
中
、
止
む
か
と
思
わ
ま
た
、
三
○
日
に
は
、
芦
屋

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
設
け
、
世
と
こ
ろ
が
、
当
日
は
朝
か
ら

☆
泥
だ
ら
け
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
て
、
規
約
草
案
を
練
り
、
七
月
ン
シ
ス
コ
、
チ
ェ
リ
ー
・
ブ
ラ

ー
第
一
回
百
店
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
流
会
’
八
日
（
月
）
、
有
馬
カ
ン
ト
リ
ー
ツ
サ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
．

話
人
に
、
高
橋
憲
二
、
安
達
昭
雨
が
降
る
始
末
。
参
加
者
は
、

三
、
烏
越
哲
氏
等
を
お
願
い
し
高
橋
秀
年
（
芸
夢
）
永
田
良
一

神
戸
百
店
会
で
は
、
今
年
度
ク
ラ
ブ
で
第
一
回
を
行
な
う
こ
ク
イ
ー
ン
の
テ
リ
ー
・
ヤ
ス
コ

の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
百
店
と
に
な
っ
た
。
イ
ワ
サ
キ
さ
ん
（
一
九
才
）
が

■
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時
は
、
全
員
が
戦
意
喪
失
。
か
や
ぎ
な
が
ら
工
場
を
見
学
し
た

あ
っ
た
が
、
芝
に
水
は
た
ま
る
シ
団
長
以
下
メ
ン
バ
ー
二
五
名

鳥
越
氏
に
至
っ
て
は
、
傘
を
さ
出
演
中
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ダ
ン

高
橋
（
秀
）
、
安
達
、
滝
の
三
氏
渡
り
、
現
在
は
加
州
大
学
建
築

戸
眼
鏡
院
）
安
達
昭
三
（
フ
ナ
山
本
通
の
〃
ム
ラ
タ
〃
の
本
社

郎
（
永
田
良
介
商
店
）
高
橋
憲

し
靴
は
泥
だ
ら
け
。
頭
か
ら
び
で
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
チ

ん
せ
い
す
る
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
訪
問
見
学
し
た
。
一
行
は
バ
カ

し
て
す
る
有
様
。
お
互
い
に
け
シ
ン
グ
・
チ
ー
ム
が
同
工
場
を

れ
た
雨
は
ま
す
ま
す
激
し
く
、
奥
池
の
〃
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
″
に

キ
ャ
）
滝
重
威
（
み
よ
し
や
）
工
場
を
見
学
し
た
。

－
卜
。
ア
ウ
ト
を
順
調
に
進
ん
ん
。

で
、
ス
コ
ア
は
全
般
に
不
調
。
ハ
ワ
イ
の
学
生
さ
ん
達
。
南
国

ダ
ー
ト
し
た
。
最
初
の
組
は
、
れ
だ
が
、
七
才
で
ア
メ
リ
カ
に

二
（
高
橋
鞄
店
）
烏
越
哲
（
神
御
両
親
と
七
月
二
五
日
生
田
区 イワサキ

の
六
氏
で
、
十
時
四
十
分
、
ス
ャ
ス
コ
さ
ん
は
福
岡
の
生
ま

で
高
橋
氏
の
オ
ー
ナ
ー
で
ス
タ
科
に
在
学
中
の
明
朗
な
お
嬢
さ

つ
し
よ
り
水
を
浴
び
た
格
好
ヤ
ー
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
。

ハ
ー
フ
で
引
き
あ
げ
て
き
た
ハ
ワ
イ
人
ら
し
く
陽
気
に
は
し

く
し
て
流
会
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

回
コ
ン
ペ
を
秋
に
正
式
に
開
く

☆
〃
ム
ラ
タ
〃
本
社
へ
珍
客

こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ン
ペ
不
成
立
と
な
り
、
第
一

一
九
六
八
年
度
、
サ
ン
フ
ラヤスコ

☆
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
〃
美
容
室
あ
き
ら
〃
の
姉
妹
店
〃
ブ

ル
ー
。
あ
き
ら
〃
が
北
野
町
の
一
角
に

し
ょ
う
し
ゃ
な
た
た
ず
ま
い
を
あ
ら
わ

し
ま
し
た
。
営
業
は
八
月
一
三
日
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
開
店
に
さ
き
だ

ち
、
八
月
八
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

★
毎
年
春
と
秋
、
東
京
、
池
袋
の
西
武

百
貨
店
で
催
さ
れ
る
『
み
な
と
神
戸
の

お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
ー
』
も
今
年
で
第
四

回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
神
戸
西
武
会
加

盟
の
二
十
数
店
が
参
加
、
九
月
二
○
日

か
ら
二
週
間
、
東
京
で
神
戸
の
お
し
ゃ

れ
を
ご
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
出
品
を
予
定
し
て
い
る
百

店
会
関
係
の
店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〃
ス
ギ
ヤ
〃
〃
シ
ラ
サ
〃
〃
マ
ス
ヤ
〃

〃
セ
リ
ザ
ワ
〃
〃
芸
夢
〃
〃
ヨ
シ
オ

カ
〃
〃
ち
ん
が
ら
屋
〃
〃
ド
ン
ク
〃

〃
モ
ロ
ゾ
フ
〃
〃
ユ
ー
ハ
イ
ム
〃
〃
ヒ

ロ
タ
〃
〃
本
高
砂
屋
〃
〃
亀
井
堂
総
本

店
〃
〃
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
〃
〃
ゴ
ン
チ

ャ
ロ
フ
〃
〃
蛸
の
壷
〃

★
楠
公
前
の
〃
菊
水
総
本
店
〃
の
一
階

に
こ
の
た
び
、
新
し
く
純
喫
茶
〃
、
○

弾
函
伊
両
目
目
〃
が
誕
生
し
ま
し
た
。
店

内
の
色
調
を
グ
レ
ー
と
グ
リ
ー
ン
で
統

一
、
落
ち
つ
い
た
上
品
な
雰
囲
気
の
お

店
で
す
。

な
お
、
ｍ
ｏ
Ｐ
詞
Ｆ
両
目
目
は
深
紅
を

意
味
す
る
の
○
跨
詞
Ｆ
国
司
で
は
な
く
、

「
風
と
共
に
去
り
い
」
の
主
人
公
の
名

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
か
ら
と
っ
た

も
の
で
す
。

★
元
町
本
通
２
丁
目
の
〃
シ
ラ
サ
〃

〃
タ
ジ
マ
〃
〃
北
村
真
珠
〃
な
ど
の
百

店
会
メ
ン
・
ハ
ー
の
お
店
が
都
市
計
画
改

造
の
た
め
仮
設
店
舗
で
営
業
を
は
じ
め

ま
し
た
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

9５

☆
元
町
通
三
丁
目
、
新
古
美
術
の
店

〃
播
新
〃
で
も
改
装
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
美
術
の
秋
を
む
か
え
て
趣
き
深

い
店
内
で
の
新
古
美
術
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 Ａ
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ダ
ル
ば
き
で
気
楽
に
ゆ
け
る
シ
－
１
１

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
街
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

誕
生
日

も
私
議
私
邸
錘
峠
惰
極
緬
緬
詫
一
桐
翻
噛
吐
ご
稲
一
幸
袴
向
錘
商
楯
聴

は
、
ロ
マ
ン
と
冒
険
に
み
ち
て
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
。

押
犀
部
函
碑
》
封
》
壁
母
封
郡
鐸
畢
嘩
呼
函
唖
需
睡
》
睦
匪
娠

識
誼
誌
祇
諦
劃
皿
迩
輔
汰
坪
群
藤
細
調
四
幅
昨
津
誰
榊
鑑
胎
毒

犀
霊
に
儲
砂
癖
嘩
鋪
毒
蛇
縞
鉢
鍛
信
吻
妙
珂
垂
唾
暦
措
錘
癖
鑑

栗
食
己
と
、
夢
』
ｋ
う
Ｐ
。
た
る
な
ど
開
店
へ
の
売
出
し
に

ｒ
ト
レ
『
天
く
鵬
十
ｌ
９
ｌ
Ｌ
Ｊ
制
巡
１
伽
１
．
『
〆
し
』
』
く
１
Ｖ
・
・
】
列
し
》
ノ
妬

一
一
一
先
生

探
峠
灘
鮮
詐
鮭
鐸
鮭
窪
つ
か
い
錐
雑
“
だ
蝿
楯
〆
皿
睦
州
匙
唯
も
、
予
算
面
で
認
め
ら
れ
な
か
〃
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
〃
へ
の

産
業
教
育
指
定
校
で
あ
っ
た
。
｜
ね
が
い
し
ま
す
。

極
率
討
韮
卦
睦
御
癖
恥
錨
霊
稿
☆
西
の
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

立
派
な
木
造
校
舎
を
建
て
た
Ｊ
●
テ
ー
マ
「
精
神
薄
弱
児
（
者
）
の
人

謡
紳
謡
雷
札
碇
宿
跡
準
誼
春
海
し
尋
吋
癖
雑
蓉
癖
》
》
》
錘
緬
他
の
中
学
校
が
鉄
筋
に
移
っ
て
●
日
時
九
月
八
日
（
日
）
十
二
時
三

た
め
に
、
耐
用
年
限
が
こ
ず
、
権
は
、
ど
う
守
ら
れ
て
い
る
か
」

新
書
か
ら
発
刊
。
十
分
’
十
六
時
三
十
分

り
』
一
ｉ
ｙ
．
二
、
一
一
１
１
く
・
’
－
７
岩
、
了
勤
こ
・
、
〆

な
お
、
印
税
の
一
部
は
「
高
こ
と
で
、
鉄
筋
校
舎
を
新
築
す
行
事
と
し
て
開
い
て
き
た
つ
ど
い
も
、

☆
語
押
》
婚
停
帝
樗
》
鐸
塞
据
》
》
恥
鑑
匪
卦
査
榊
毎
岬
塞
轟
準
峰
醍
榊
僻
醒
帰
郵
録
鞭
稚
諏
》
雫
唾
》
哩
誼
垂
》
唾
》
》
》
》
》
》

岳
会
は
、
チ
リ
国
山
岳
会
協
力
て
る
意
味
に
お
い
て
も
貴
重
な
併
条
件
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
現
在
ま
で
に
、
こ
の
つ
ど
い
の
実
行

の
も
と
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
ア
ン
礎
に
な
る
だ
ろ
う
。
（
一
五
○
の
で
、
体
育
館
と
講
堂
を
持
ち
委
員
会
で
立
案
し
ま
し
た
要
項
を
記

デ
ス
の
ア
レ
ナ
ー
レ
ス
山
頂
を
円
）

伝

生前の高木正孝氏

鏑
皿
準
癖
世
埼
却
隷
諦
醇
札
雄
酸
協
趣
鑑
識
確
詑
塞
詮
誌
い
一
難
認
識
誌
の
運
動
事
務
局

対
し
て
、
メ
ト
ロ
神
戸
は
、
忘
れ
図
書
館
で
は
帥
ホ
ー
ン
と
い
う
事
務
局
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

ら
れ
か
け
て
い
た
、
新
開
地
と
有
様
。
そ
こ
で
、
騒
音
校
舎
と

神
戸
地
区
開
発
の
発
展
を
に
な
し
て
校
舎
を
移
転
す
る
こ
と
に
事
務
局
Ⅱ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
こ

う
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
り
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
の
五
青
陽
養
護
学
校
内

熱
源
珂
岬
羊
話
歴
評
翻
塞
帳
画
陣
碇
謡
ユ
睡
詫
嘩
迩
擁
轄
誕
北
一
鍬
嘩
封
雫
雌
蹄
↑
罰
麺
細
霊
魂
緬
語
密

防
火
壁
も
随
所
に
備
え
て
い
る
一
し
、
み
な
さ
ま
方
の
批
判
ご
検
討
を
お

率
擁
し
軒
鞄
唾
症
麺
崎
峰
毒
症
一
第
四
回
誕
生
日
あ
り
が
と
う

連
動
の
つ
ど
い

最
近
、
中
学
校
の
校
舎
は
鉄
運
動

筋
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
火
事
で

焼
失
し
た
り
、
市
街
地
改
造
で

☆
騒
音
校
舎
に
市
電
が
入
る
一
あ
り
が
と
う

●
会
場
兵
庫
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル

の
場
合
は
、
騒
音
校
舎
と
い
う
一
毎
年
、
九
月
の
精
薄
者
愛
護
月
間
の

銘｡:唖宅-昌一亜名心昌

、晋L ■鼻■年L ■｡ Ｖ､ ■
P . ■. ｡ . ●ま丑専. 札# ､ ＬＬｂ

ｆ寺:- :噌寺:学: - :心

§需甘韓増毛輯

識蕊蕊奪Ｊ
識
鄭
紬
鰯
謬
一
（
雲
表
叶
村

魚崎中学校校庭の市電●

中
山
手
三
丁
目

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

。
第
二
部

・
第
二
回
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
賞

ｏ
第
一
部

精
神
薄
弱
問
題
の
展
示
西
宮
市
有

志
提
供
の
手
芸
品
の
バ
ザ
ー

』
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玲詐ざ

た
後
、
そ
の
代
り
を
考
え
て
い

た
時
、
市
電
の
払
い
下
げ
の
ニ

ュ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
に
飛
び

つ
い
た
次
第
。
運
送
料
八
万
五

千
円
、
基
礎
工
事
一
万
五
千
円

計
十
万
円
の
買
物
で
あ
る
。
校

舎
を
移
転
し
た
後
に
は
、
住
宅

供
給
公
社
の
住
宅
が
建
て
ら
れ

る
が
防
音
壁
を
も
つ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
又
、
魚
崎
の
浜
で

は
、
八
月
十
日
か
ら
阪
九
フ
ェ

リ
ー
が
開
始
。
騒
音
か
ら
は
と

う
て
い
逃
げ
ら
れ
な
い
環
境
。

☆
東
京
・
名
古
屋
か
ら
作
家
を

招
い
て
第
一
回
ロ
ー
ド
会
展

ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
ミ
ワ
ポ
シ

ビ
ル
の
二
階
に
梅
田
画
廊
か
ら

独
立
し
て
「
ト
ア
・
ロ
ー
ド
画

廊
」
を
開
い
た
石
橋
直
樹
氏

（
犯
）
が
、
９
月
皿
ｌ
訓
日
に
進

藤
蕃
の
個
展
を
。
東
京
、
名
古

屋
か
ら
具
象
作
家
の
尖
鋭
を
招

い
て
加
月
５
１
辿
日
ま
で
第
一

回
「
ロ
ー
ド
会
展
」
を
開
く
。

笠
井
誠
、
進
藤
蕃
、
藤
田
吉
香

松
本
宏
、
小
松
崎
邦
雄
の
訓
代

１
“
代
の
作
家
。

「
ぼ
く
が
釦
代
な
の
で
、
若
い

作
家
を
中
心
に
、
ぼ
く
と
い
っ

し
ょ
に
伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
高

い
絵
を
入
れ
て
、
高
く
売
る
大

画
商
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

ミ
ニ
画
商
の
個
性
を
充
分
発
揮

し
た
い
。
東
京
か
ら
作
家
を
呼

ぶ
の
は
、
神
戸
の
作
家
の
刺
戟

剤
に
し
た
い
か
ら
。
お
山
の
大

将
が
多
い
神
戸
。
神
戸
ど
ま
り

の
汽
車
に
の
っ
て
い
た
の
で
は

ダ
メ
で
す
か
ら
ね
。
お
互
い
ラ

イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
勉
強
し

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
改
装

し
た
新
し
い
「
ト
ア
・
ロ
ー
ド

画
廊
」
の
室
内
は
、
ゆ
っ
た
り

と
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
感
じ

の
良
い
画
廊
だ
。
石
橋
氏
の
反

骨
精
神
が
、
神
戸
の
画
家
の
刺

戟
剤
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
楽

し
み
で
あ
る
。

☆
仙
台
本
場
の
七
夕
飾
り
の
下

今
年
も
「
８
の
会
」
開
く

８
月
３
日
、
今
夏
も
小
原
流

家
元
会
館
屋
上
ガ
ー
デ
ン
で
、

京
阪
神
文
化
人
の
集
い
「
８
の

会
」
が
午
後
５
時
帥
分
よ
り
開

か
れ
四
百
人
が
集
ま
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
の
芝
生
の
会
場
に

は
、
本
場
仙
台
ま
で
材
料
を
買

入
れ
に
行
っ
た
と
い
う
七
夕
が

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
さ
れ
て
、
夜
空

を
彩
っ
た
。
「
歯
の
調
子
が
悪

い
ん
や
」
と
い
う
竹
中
郁
氏
は

そ
れ
で
も
見
事
な
闇
舌
で
、
ハ

ギ
レ
よ
く
司
会
を
つ
と
め
、
今

年
は
名
前
づ
く
し
で
、
色
々
ご

ほ
う
び
が
も
ら
え
る
と
い
う
余

興
つ
き
。
年
に
一
度
の
こ
の
逢

瀬
は
珍
し
い
顔
、
懐
し
い
顔
に

出
あ
っ
て
の
交
遊
録
が
楽
し 夕涼みも楽しく‘‘８の会，, の交歓風景

く
、
午
後
９
時
す
ぎ
ま
で
百
万

弗
夜
景
を
満
喫
し
な
が
ら
、
夏

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た

小
磯
良
平
、
朝
比
奈
隆
、
小

原
豊
雲
、
吉
原
治
良
、
白
川
渥

小
野
十
三
郎
、
田
中
薫
、
古
林

喜
楽
、
福
冨
芳
美
、
中
村
真
、

早
川
良
雄
、
元
永
定
正
、
白
髪

一
雄
、
牧
村
史
揚
、
小
倉
敬
二

吉
田
稔
雄
、
戸
塚
敏
、
十
河
巌

竹
田
洋
太
郎
、
た
か
は
し
も
う

津
高
和
一
、
藤
本
義
一
、
春
木

一
夫
、
山
路
梓
、
松
本
宏
、
丸

本
耕
、
向
井
修
二
な
ど
多
彩
な

顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

☆
ト
ア
・
ロ
ー
ド
ア
ー
チ
完
成

大
丸
前
、
三
宮
神
社
横
に
ト

ア
・
ロ
ー
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
高

さ
六
・
五
腕
、
幅
一
○
・
五
冊

の
モ
ダ
ー
ン
な
ア
ー
チ
が
完
成

し
、
そ
の
点
灯
式
が
七
月
一
五

日
三
宮
神
社
で
古
式
に
の
っ
と

っ
て
行
わ
れ
た
。

点
灯
式
は
比
較
的
交
通
量
の

少
な
い
月
曜
日
を
え
ら
び
、
道

路
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

三
宮
神
社
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。
お
り
あ
し
き
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
関
係
者
多
数

が
出
席
し
、
藤
本
忠
一
ト
ア
．

風
呂
オ
ケ
に
水
を
入
れ
ず
に
、
ガ
ス

に
火
を
つ
け
た
り
、
釜
に
米
を
入
れ
忘

れ
て
、
電
気
を
い
れ
た
り
す
る
『
カ
ラ

焚
き
』
と
い
う
失
敗
は
、
女
性
に
よ
く

あ
る
。こ

れ
ら
の
失
敗
は
、
な
ぜ
女
性
ば
か

り
か
？
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
〃
生
理
日
〃
の
異
常
神
経
か
ら
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

去
る
七
月
五
日
に
、
別
府
市
内
で
、

登
校
中
の
児
童
の
列
に
つ
っ
込
ん
だ
車

も
生
理
日
中
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

っ
た
。女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
て
運
転
し
て
い
る
車
の
サ
イ
ド
シ
ー

ト
に
座
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
時

上
品
な
女
性
で
あ
る
の
に
、
無
法
な
車

や
、
歩
行
者
に
、
悪
口
雑
言
を
吐
く
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
そ
の
女
性

は
生
理
中
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

無
免
許
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違

反
が
〃
交
通
三
悪
〃
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
三
つ
と
も
、
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
三
つ
の
中
の
一
つ
で
あ
る

〃
ス
ピ
ー
ド
違
反
〃
だ
け
は
、
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
も
ち
ょ
い
ち
ょ
い
犯
し
て
い

る
。
こ
の
違
反
も
た
い
て
い
生
理
中
ら

し
い
。「

い
ね
む
り
運
転
」
と
い
う
の
も
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
エ
ン
が
な
い
の
で

あ
る
が
、
い
ね
む
り
運
転
に
ち
か
い

「
ノ
ー
プ
レ
ー
キ
﹈
の
事
故
も
、
最
近

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ち
ょ
く
ち
ょ
く
起

し
て
い
る
。
こ
の
事
故
の
大
半
は
や
は

り
生
理
中
な
の
で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
な
わ
け
で
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
生
理
日
に
は
な
る
べ
く
ハ

ン
ド
ル
を
に
ぎ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
ど
う
し
て
も
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
運
動
選

手
の
よ
う
に
薬
を
飲
ん
で
、
生
理
日
を

替
え
る
ぐ
ら
い
の
注
意
が
必
要
で
あ
る

》
っ
０

. , . L
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☆ドライバーメモ
生理日の事故

川口陽之（自動車評論家）
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織繍

ロ
ー
ド
商
店
連
合
会
会
長
の
手

で
寓
目
○
両
”
○
跨
口
》
の
淡
い

グ
リ
ー
ン
の
文
字
に
灯
が
と
も

さ
れ
た
。

☆
加
月
１
日
か
ら
須
磨
離
宮
公

園
で
現
代
野
外
彫
刻
展
開
催

太
陽
と
緑
の
神
戸
に
ふ
さ
わ

し
い
芸
術
が
生
ま
れ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
声
が

反
映
し
て
、
如
月
１
日
か
ら
ｎ

月
加
日
の
間
、
須
磨
離
宮
公
園

で
『
現
代
野
外
美
術
展
』
が
、

神
戸
市
、
日
本
美
術
館
協
議
会

・
朝
日
新
聞
社
の
協
催
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

須
磨
離
宮
公
園
を
彫
刻
の
公

園
の
第
一
歩
と
し
て
、
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
形
式
に
よ
る
も
の
で
、

現
代
日
本
の
彫
刻
界
に
新
風
を

も
た
ら
す
彫
刻
家
を
招
待
し
、

招
待
形
式
に
よ
る
野
外
彫
刻
展

と
な
る
。
製
作
テ
ー
マ
は
「
夜

と
彫
刻
風
と
彫
刻
、
水
と
彫

日
本
万
国
博
と
関
西

日
本
万
国
博
も
開
催
日
ま

で
、
五
七
○
日
ほ
ど
に
な
っ

た
。
参
加
国
も
現
在
ど
ん
ど

ん
増
加
し
て
い
て
空
前
の
万

国
博
に
な
り
そ
う
だ
と
報
道

さ
れ
は
じ
め
た
。

し
か
し
、
そ
の
割
に
は
案

外
盛
り
上
が
り
が
な
い
で
は

f騨呂nＨ

雷
魚
騨
申検

刻
」
。
神
戸
市
長
賞
、
万
、
朝

日
新
聞
社
賞
訓
万
、
神
戸
市
教

育
委
員
会
賞
即
万
そ
の
他
賞
も

か
な
り
多
い
。
招
待
作
家
に
は

柳
原
義
達
ョ
シ
ダ
ミ
ノ
ル
、
河

口
竜
夫
、
伊
藤
隆
道
、
多
田
美

波
、
福
岡
道
雄
な
ど
記
名
の
顔

ぶ
れ
が
み
ら
れ
、
日
本
的
な
ス

ケ
ー
ル
の
野
外
展
と
し
て
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
隔
年
毎
開

催
。☆

珍
本
「
洋
酒
伝
来
」
発
刊

神
戸
の
詩
人
で
、
現
在
横
浜

市
に
住
む
藤
本
義
一
氏
）
サ
ン

ト
リ
ー
宣
伝
部
勤
務
）
が
、
仕

事
の
か
た
わ
ら
八
年
を
費
し
て

の
「
洋
酒
伝
来
」
を
初
出
版
し

た
。
口
絵
カ
ラ
ー
・
写
真
・
さ

し
絵
約
卵
点
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
〃
ザ
ビ
エ
ル
の
南
蛮
酒
渡

来
″
〃
葡
萄
酒
第
１
号
″
な
ど

に
は
じ
ま
っ
て
〃
幕
末
に
な
っ

て
〃
ま
で
洋
酒
の
数
奇
な
歴
史

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
よ

く
聞
く
。
実
際
、
日
本
万
国

博
で
熱
を
い
れ
て
い
て
関
心

の
深
い
の
は
や
は
り
地
元
の

大
阪
で
あ
っ
て
、
神
戸
で
は

ま
だ
先
の
こ
と
や
と
関
心
を

持
っ
て
い
る
人
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
万
国
博
は
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
関
西
に
じ

っ
く
り
と
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

い
い
影
響
も
あ
れ
ば
、
悪

い
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い

づ
れ
に
し
て
も
万
国
博
は
や

っ
て
く
る
。

世
界
の
最
大
ス
ケ
ー
ル
の

博
覧
会
が
関
西
で
開
か
れ
る

の
で
あ
る
。
万
事
、
控
え
目

を
探
れ
、
趣
味
書
、
学
術
書
と

し
て
は
極
め
て
珍
本
。
Ａ
５
版

函
入
限
定
八
○
○
部
、
特
製
豪

華
本
定
価
二
、
八
○
○
円
。
作

家
の
開
高
健
は
、
「
古
渡
り
ギ
ヤ

マ
ン
の
盃
に
、
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
名
酒
を
手
に
し
た
時
の
気
持

で
あ
る
」
と
す
い
せ
ん
の
言
葉

を
書
い
て
い
る
が
、
ハ
イ
カ
ラ

神
戸
っ
子
の
頑
固
な
精
神
が
な

け
れ
ば
書
け
な
い
一
冊
だ
。

の
美
徳
を
も
っ
て
い
る
関
西
一

で
世
界
の
催
が
開
か
れ
る
の
一

だ
か
ら
、
こ
の
際
関
西
は
大
一

い
に
世
界
づ
い
た
ら
い
い
。
一

経
済
界
も
資
本
の
自
由
化
一

で
世
界
の
荒
波
に
も
ま
れ
よ
一

う
と
し
て
い
る
時
な
の
だ
、
一

心
を
眼
を
世
界
に
ひ
ろ
げ
る
一

に
は
よ
い
機
会
で
あ
る
。
．

も
っ
と
も
、
い
く
ら
眼
を
一

ひ
ろ
げ
て
も
手
を
こ
ま
ね
い
一

て
い
た
の
で
は
な
ん
に
も
な
一

ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
ヨ
ー
ー

ロ
ッ
パ
に
ア
ジ
ア
に
向
け
て
一

飛
び
出
し
て
、
何
ん
で
も
い
一

い
か
ら
や
っ
て
見
る
、
そ
れ
一

が
神
戸
っ
子
で
は
な
い
か
。
一

（
Ｙ
）
一

ハ
ワ
ー
ド
・
フ
ァ
ス
ト
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
小
説
「
ス
パ
ル
タ
カ
ス
」
は
、
紀

元
前
七
十
年
頃
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
興
っ

た
奴
隷
の
解
放
を
描
い
た
歴
史
物
語
で

こ
れ
を
カ
ー
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
が
生
涯
を

か
け
て
製
作
し
た
超
ス
・
ヘ
ク
タ
タ
ル
。

作
者
も
い
う
と
お
り
、
こ
れ
は
現
代
に

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
、
人
間
の
自
由

と
尊
厳
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
あ

》
勺
Ｏカ

ー
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
を
始
め
、
ロ
ー

レ
ン
ス
・
オ
リ
ピ
ア
、
ジ
ー
ン
・
シ
モ

ン
ズ
、
ト
ー
ー
ー
・
カ
ー
チ
ス
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ロ
ー
ト
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
ユ
ス

チ
ノ
フ
、
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ビ
ン
な
ど
現

代
第
一
級
の
七
大
ス
タ
ー
を
集
め
、
延

五
十
万
人
の
出
演
者
と
、
邦
貨
五
十
数

億
円
の
巨
額
に
の
ぼ
る
製
作
費
を
費
し

た
文
字
通
り
の
大
作
で
あ
る
。

債

☆
コ
ウ
ベ

ム
ー
ビ
ー
・
コ
ー
ナ
ー

『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』

奴
隷
の
反
乱
を
平
定
し
て
、
救
国
の

英
雄
と
な
り
、
野
望
を
果
し
た
独
裁
者

ク
ラ
サ
ス
も
、
ス
パ
ル
タ
カ
ス
の
牒
刑

の
苦
痛
に
堪
え
る
有
様
を
見
る
に
つ
け

彼
は
秘
か
に
感
じ
て
い
た
事
実
を
悟
っ

た
ｌ
彼
は
、
ス
パ
ル
タ
カ
ス
を
絶
対

に
征
服
し
得
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば

そ
の
奴
隷
は
、
自
由
の
た
め
に
絶
対
に

圧
制
に
屈
せ
ず
、
し
か
も
彼
は
、
ク
ラ

サ
ス
自
身
が
そ
の
権
力
、
知
力
を
も
っ

て
し
て
も
、
つ
い
に
獲
得
で
き
な
か
っ

た
自
由
の
源
泉
で
あ
る
愛
を
得
て
い
た

か
ら
で
あ
る
…
…
。

篭

溌灘
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Ｒ

9９

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

腕
を
ふ
る
っ
た

新
し
い
〃
味
〃

こ
の
お
い
し
さ
が

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

－

千
生田ノ社ノ西

多己
神戸三宮

の

・三の宮⑳０９３５
１１１「

鋪
電話

アンフォノレ〆

抽象画のある料理旅館

日
本
人
は
や
っ
ぱ
り
畳
の
上
で

初
秋
…
ゆ
っ
た
り
と
涼
し
い
で
す

岩
風
呂
、
お
泊
り

閑
静
。
美
観
。
サ
ー
ビ
ス
満
点
出
来
ま
す
．

お
会
席
料
理
七
品
付

一
、
三
○
○
円

秋
のス

タ
ミ
ナ
料
理

諦
葬
銅
雄
葬
卦
症
唾

御
商
談
、
御
宴
会
妬

囲
碁
会
沼

マ
ー
ヂ
ャ
ン
⑳

麟
麟
嵯
御
利
用
下
さ
い
。
．

〃
五
Ⅵ
遮
過
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ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。

長
崎
は
、
一
年
中
お
ま
つ
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
ま
ち
だ
。

か
み
だ
こ

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、
空
い
ち
め
ん
に
紙
凧
が
乱
舞
す
る

そ
れ
を
「
ハ
タ
あ
げ
」
と
、
ま
ち
の
人
は
呼
ぶ
。
凧
の
こ
と
を
ハ

タ
と
い
い
、
ハ
タ
を
あ
げ
る
ヒ
モ
の
こ
と
を
ョ
マ
と
い
う
の
だ
。

手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
ま
ち
の
い
つ
ぽ
う
は
海
で
、
そ
こ
に
は
港

や
汽
船
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
が
、
三
方
は
山
が
と
り
か
こ

ん
で
い
る
。
高
い
山
で
は
な
い
け
れ
ど
、
斎
藤
茂
吉
が
「
な
み
よ

る
ふ
山
」
と
歌
っ
た
よ
う
な
山
ひ
だ
が
か
さ
な
り
、
そ
の
山
腹
ま

で
家
が
建
て
こ
み
、
そ
の
う
し
ろ
は
墓
山
に
な
っ
て
い
た
り
す
る

そ
こ
か
ら
、
ハ
タ
を
あ
げ
る
の
だ
。
子
ど
も
だ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
お
と
な
が
多
い
。

そ
の
ハ
タ
は
大
小
、
形
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
ヨ
マ
に
ビ
ー
ド
ロ

を
ぬ
っ
て
、
切
り
合
い
を
た
た
か
わ
せ
る
。
ビ
ー
ド
ロ
と
は
ガ
ラ

孤
児
の
記
憶

1２

丙

前
号
ま
で
父
は
二
六
新
報
と
い
う
新
聞
の
同
人
で
あ
っ
た
が
、

ぼ
く
の
生
後
四
カ
月
で
急
死
し
、
た
め
に
母
と
実
家
へ
帰
り
、
ぼ
く

は
東
京
で
漢
学
者
の
祖
父
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
祖
母

も
小
学
一
年
生
の
と
き
に
死
去
し
、
祖
父
に
つ
れ
ら
れ
て
故
郷
長
崎

に
引
き
あ
げ
た
が
、
そ
の
祖
父
も
死
ん
で
孤
児
と
な
っ
た
。
大
正
十

年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

画

ｌ
１０Ｕ
ｌ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



た
の
か
？
ぼ
く
は
ゴ
ッ
ク
リ
、
つ
ば
を
の
み
こ
ん
で
そ
の
か
ぼ

そ
い
ビ
ー
ド
ロ
と
ち
い
さ
な
ハ
タ
を
見
た
。

し
か
し
、
そ
の
無
敵
の
よ
う
な
ち
い
さ
な
ハ
タ
も
、
つ
ぎ
に
あ

げ
ら
れ
た
と
き
に
は
、
同
じ
よ
う
に
ち
い
さ
な
ハ
タ
に
あ
っ
さ
り

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
か
ら
、
ぼ
く
は
し
ば
ら
く
ビ
ー
ド
ロ
つ
く
り
に
熱
中
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
ー
ド
ロ
は
オ
モ
チ
ャ
屋
に
い
く
ら
で
も
売

っ
て
い
る
。
糸
の
品
質
、
太
さ
に
よ
っ
て
値
段
は
い
ろ
い
ろ
で
、

も
め
ん
糸
の
そ
れ
が
、
い
ち
ば
ん
安
く
、
ハ
リ
ガ
ネ
が
高
か
っ
た

し
か
し
、
ぼ
く
は
店
屋
で
売
っ
て
い
る
も
の
を
買
わ
な
か
っ
た
。

金
も
な
か
っ
た
し
、
ど
こ
か
信
用
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
た
。

ぼ
く
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
集
め
、
そ
れ
を
石
の
う
え
で
こ
な
ど

な
に
石
で
く
だ
く
。
そ
れ
か
ら
、
ご
は
ん
つ
ぶ
を
ね
り
、
ガ
ラ
ス

の
粉
を
ま
ぜ
て
縫
い
糸
に
ぬ
る
の
だ
っ
た
。

そ
う
し
て
、
ぼ
く
の
ビ
ー
ド
ロ
は
完
成
し
た
。
ち
い
さ
な
ハ
タ

を
買
っ
て
ビ
ー
ド
ロ
を
つ
け
た
。

が
、
ぼ
く
の
ビ
ー
ド
ロ
は
つ
い
に
威
力
を
発
揮
し
な
か
っ
た
。

ハ
タ
そ
の
も
の
が
舞
い
あ
が
ら
な
い
。
ビ
ー
ド
ロ
そ
の
も
の
が
重

す
ぎ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
や
っ
と
一
陣
の
強
い
風

が
来
て
す
こ
し
舞
い
あ
が
っ
た
か
と
思
う
と
、
手
元
で
糸
は
プ
ッ

リ
と
消
え
、
ハ
タ
は
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
屋
根
の
う
え
に
落
ち
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
ハ
タ
あ
げ
の
こ
ろ
か
ら
、
ぼ
く
は
学
校
を
サ
ボ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
や
が
て
、
そ
れ
が
ク
セ
に
な
っ
て
、
学
校
へ
い
く
と
い

っ
て
は
家
を
出
た
ま
ま
、
背
山
や
ま
ち
の
裏
通
り
を
午
前
中
歩
き

ま
わ
る
。
じ
い
さ
ん
か
ら
二
銭
銅
貨
を
も
ら
っ
た
と
き
は
、
行
商

の
お
ば
さ
ん
か
ら
ア
ン
ズ
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
頬
ば
り
な
が
ら
メ

ガ
ネ
橋
と
い
う
古
風
な
石
橋
を
わ
た
っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
、
正

午
に
な
る
と
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
宿
へ
帰
る
。

し
か
し
、
そ
の
ず
る
休
み
は
一
カ
月
あ
ま
り
で
露
見
し
た
。
受

け
持
ち
の
や
さ
し
い
女
の
先
生
が
、
病
気
か
と
思
っ
て
見
舞
い
に

来
た
の
だ
。
そ
の
と
き
、
ぼ
く
は
墓
山
で
ひ
と
り
港
を
見
て
い
た

じ
い
さ
ん
は
何
も
い
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
家
に
は
同

じ
年
ご
ろ
の
男
の
子
と
女
の
子
と
が
い
て
ぼ
く
を
さ
げ
す
む
よ
う

民

１
１０１
１

ス
を
粉
に
く
だ
い
た
も
の
を
ノ
リ
で
糸
に
ぬ
り
つ
け
た
も
の
だ
。

ハ
タ
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
す
－
つ
と
く
つ
の
ハ
タ
が

近
づ
い
た
か
と
思
う
と
、
ョ
マ
を
交
差
さ
せ
、
斬
り
お
ろ
す
よ
う

に
引
く
。
す
る
と
、
弱
い
ほ
う
の
ハ
タ
の
ョ
マ
は
切
れ
、
ハ
タ
は

風
に
流
さ
れ
な
が
ら
落
下
す
る
。
そ
の
ハ
タ
は
負
け
た
の
で
あ
り

だ
れ
が
拾
っ
て
も
よ
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
方
角
へ
駆
け

出
す
。
な
か
に
は
、
ヨ
マ
に
カ
ギ
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
て
、
相

手
を
切
っ
た
と
た
ん
、
そ
の
カ
ギ
で
引
っ
か
け
て
戦
利
品
に
す
る

の
も
あ
る
。

ビ
ー
ド
ロ
も
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
細
い
も
め
ん
糸
に
ぬ

っ
た
の
も
あ
り
、
太
い
麻
糸
を
使
っ
た
の
や
、
な
か
に
は
ハ
リ
ガ

ネ
も
あ
る
。

が
、
糸
の
強
さ
は
ハ
タ
の
強
さ
を
意
味
し
な
い
。
も
め
ん
糸
の

引
っ
張
れ
ば
切
れ
る
よ
う
な
ビ
ー
ド
ロ
が
、
ハ
リ
ガ
ネ
を
切
っ
て

し
ま
う
。

ぼ
く
が
じ
い
さ
ん
の
門
人
の
妾
宅
に
居
候
を
し
て
い
る
と
き
の

こ
と
だ
。
墓
山
に
登
る
と
、
そ
こ
で
無
精
ヒ
ゲ
を
の
ば
し
た
中
年

の
男
が
、
ハ
タ
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
五
、
六
人
の
子
ど
も
が

取
り
か
こ
ん
で
、
空
の
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ち

い
さ
な
白
い
ハ
タ
が
泳
い
で
い
た
。

た
て
や
ま

む
こ
う
の
立
山
あ
た
り
か
ら
、
大
き
な
真
赤
な
ハ
タ
が
近
づ
い

て
き
た
。
す
る
と
、
中
年
男
は
「
来
た
か
」
と
口
走
り
、
ョ
マ
を

ぐ
い
ぐ
い
の
ば
す
。
赤
い
大
ハ
タ
の
う
え
へ
突
き
出
た
。
と
思
う

と
、
中
年
男
は
口
を
ひ
ん
結
び
、
さ
っ
と
ョ
マ
を
引
い
た
。
そ
の

と
き
、
も
う
大
き
な
ハ
タ
は
ふ
わ
り
と
浮
い
て
、
風
に
流
れ
は
じ

め
た
。
子
ど
も
が
い
っ
せ
い
に
手
を
た
た
い
た
。

そ
の
大
ハ
タ
に
は
ハ
リ
ガ
ネ
の
ビ
ー
ド
ロ
が
つ
け
て
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
中
年
男
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ハ
タ
を
切
っ
て
い

っ
た
。
無
敵
と
い
う
お
も
む
き
で
あ
っ
た
。
相
手
の
ョ
マ
と
交
差

さ
せ
て
か
ら
引
い
た
り
た
ぐ
っ
た
り
す
る
の
が
コ
ツ
ら
し
か
っ
た

や
が
て
、
中
年
男
は
ハ
タ
を
た
ぐ
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
が
手
元

に
も
ど
っ
た
と
き
、
ビ
ー
ド
ロ
を
見
る
と
細
い
も
め
ん
糸
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
ん
な
糸
で
、
ど
う
し
て
ハ
リ
ガ
ネ
や
麻
糸
を
切
っ
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る
。
平
常
は
ま
っ
暗
で
陰
気
な
墓
地
も
、
そ
の
夜
だ
け
は
盛
り
場

の
よ
う
に
に
ぎ
わ
う
。
一
年
一
度
の
死
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
夜
だ
。

つ
ぎ
の
夜
、
こ
ん
ど
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
墓
の
灯
も
家
々

の
電
灯
も
、
あ
か
り
と
い
う
あ
か
り
は
い
っ
さ
い
消
さ
れ
て
ま
ち

は
ヤ
ミ
に
沈
む
。
そ
の
う
ち
、
家
族
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
い
さ
な
一
般

の
舟
を
か
か
え
、
波
止
場
へ
と
石
畳
の
坂
を
く
だ
る
。
舟
に
は
く

だ
も
の
、
菓
子
な
ど
が
山
盛
り
に
積
ま
れ
、
帆
が
立
て
ら
れ
、
ロ

ウ
ソ
ク
が
と
も
さ
れ
、
や
が
て
家
族
の
手
を
は
な
れ
る
と
、
そ
の

無
数
の
舟
は
暗
黒
の
海
面
を
し
ず
か
に
た
だ
よ
い
、
干
潮
に
乗
っ

て
遠
ざ
か
る
。
死
霊
は
ふ
た
た
び
冥
府
へ
帰
っ
て
ゆ
く
の
だ
。
海

／
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今

子
ど
も
た
ち
は
と
っ
て
お
き
の
き
も
の
を
着
せ
て
も
ら
い
、
（

や
が
て
、
じ
い
さ
ん
の
初
盆
が
来
た
。

そ
の
前
夜
、
背
山
に
は
あ
か
あ
か
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝

き
わ
た
り
、
墓
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
紋
を
打
っ
た
ち
ょ
う
ち
ん
が

飾
ら
れ
、
ス
イ
カ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
く
だ
も
の
、
菓
子
、
ソ
ウ
メ

ン
な
ど
が
墓
前
に
供
え
ら
れ
る
。
ま
ち
の
人
た
ち
は
朝
か
ら
め
い

め
い
の
墓
を
丹
念
に
掃
除
し
、
ご
ち
そ
う
を
重
箱
に
つ
め
て
一
日

を
墓
で
す
ご
す
の
で
あ
る
。 一

年
中
で
い
ち
ば
ん
、

先
生
は
そ
れ
以
上
、
何
も
い
わ
ず
「
こ
れ
か
ら
は
だ
ま
っ
て
休

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
い
い
、
ぼ
く
の
あ
た
ま
を
な
で
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ぼ
く
の
ウ
ソ
だ
っ
た
。
ず
っ
と
お
さ
な
い
こ

ろ
、
目
を
病
ん
で
電
気
が
赤
い
放
射
線
の
よ
う
に
見
え
た
記
憶
が

ど
こ
か
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
ん
な
コ
ト
パ
が
ぼ
く
か
ら
こ
み

あ
げ
た
ら
し
い
。

ち
ょ
う
ど
、
じ
い
さ
ん
が
急
死
す
る
す
こ
し
前
の
こ
と
だ
。

に
見
た
の
が
こ
た
え
た
。

翌
日
、
学
校
へ
い
く
と
、
先
生
は

と
聞
い
た
。

「
目
が
痛
か
っ
た
ん
で
す
」

「
目
が
？
ど
ん
な
ふ
う
に
？
」

ク
チ
ク
を
鳴
ら
し
、
花
火
を
と
も
し
て
夜
お
そ
く
ま
で
遊
び
呆
け

「
電
気
の
タ
マ
が
赤
い
糸
に
見
え
る
」 「

ど
う
し
て
休
ん
で
た
の
？
」

１
１０２
１

●

Ｚ

角

花
や
か
な
と
き
で
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い
て
大
世
帯
だ
っ
た
。
住
職
は
目
の
鋭
い
気
む
ず
か
し
い
人
で
あ

っ
た
が
、
ほ
か
は
み
ん
な
ぼ
く
に
や
さ
し
か
っ
た
。
住
職
の
四
人

の
子
は
み
ん
な
ぼ
く
よ
り
ず
っ
と
年
上
だ
っ
た
。
長
女
は
ム
コ
を

取
っ
て
、
庫
裡
の
二
階
に
蛎
化
器
を
お
い
て
ニ
ワ
ト
リ
の
タ
マ
ゴ

を
か
え
し
て
い
た
。
ぼ
く
は
い
つ
も
そ
の
ヒ
ョ
コ
た
ち
を
見
て
た

の
し
ん
だ
。
長
男
も
次
男
も
中
学
生
で
、
中
学
校
の
運
動
会
に
も

つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
ふ
た
り
が
リ
レ
ー
で
先
頭
を
走
る
の
を

応
援
し
た
。
二
女
は
七
歳
年
上
で
あ
り
、
目
に
ホ
シ
が
は
い
っ
て

い
る
と
か
で
女
学
校
に
も
進
ま
な
い
で
、
い
つ
も
家
に
い
た
。
そ

れ
で
い
ち
ば
ん
ぼ
く
に
親
し
く
し
た
。
彼
女
が
用
た
し
で
出
か
け

る
と
き
は
、
い
つ
も
ぼ
く
は
く
っ
つ
い
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
お
寺
で
の
生
活
は
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。

ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
か
、
突
然
、
じ
い
さ
ん
の
い
と
こ
に
あ

た
る
と
い
う
染
物
屋
に
あ
ず
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
住
職
が

ぼ
く
の
養
育
を
望
ま
な
か
っ
た
た
め
ら
し
い
が
、
そ
の
染
物
屋
で

ぼ
く
の
生
活
も
思
格
も
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
も
う
、
イ
ヌ
に
ほ

え
ら
れ
て
泣
く
少
年
で
は
な
か
っ
た
。

Ａ
つ
づ
く
Ｖ

は
星
座
に
一
変
す
る
。

じ
い
さ
ん
が
死
ん
で
ぼ
く
は
孤
児
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
孤
児

の
か
な
し
み
の
記
憶
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
幼
年
の
ぼ
く
に
は

ち
い
さ
な
も
の
の
み
が
持
つ
生
命
の
か
が
や
き
に
燃
え
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
か
？
く
つ
に
悲
し
く
も
つ
ら
く
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
盆
の
夜
だ
け
は
ち
が
っ
た
。

じ
い
さ
ん
が
死
ぬ
と
、
親
戚
に
あ
た
る
寺
に
引
き
取
ら
れ
た
。

そ
こ
は
寺
町
の
は
ず
れ
の
古
い
、
か
な
り
大
き
な
寺
で
、
ぼ
く
の

家
の
墓
地
は
本
堂
の
す
ぐ
そ
ば
の
一
等
場
所
に
あ
っ
た
。
墓
か
ら

は
ま
ち
が
見
わ
た
せ
、
す
み
に
は
イ
ポ
タ
の
木
が
植
え
て
あ
る
。

ぼ
く
も
寺
の
ば
あ
し
や
ま
に
つ
れ
ら
れ
て
線
香
を
供
え
さ
せ
ら

れ
た
が
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
っ
た
。
ど
の
墓
に
も
ち
ょ
う
ち

ん
が
あ
か
あ
か
と
と
も
り
、
こ
ど
も
た
ち
が
バ
ク
チ
ク
を
鳴
ら
し

て
に
ぎ
や
か
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
ぼ
く
の
墓
場
で
は
ぼ
く
ひ
と
り

だ
。
寺
の
家
族
は
精
霊
流
し
の
舟
を
こ
し
ら
え
て
流
し
に
い
っ
た

が
、
ぼ
く
は
一
般
の
ち
い
さ
な
舟
も
持
た
な
か
っ
た
。

ぼ
く
が
孤
児
と
い
う
自
覚
を
持
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
で

あ
ろ
う
。

寺
に
は
、
じ
い
さ
ん
の
妹
に
あ
た
る
ば
あ
し
や
ま
、
そ
の
養
子

の
住
職
、
そ
の
四
人
の
子
ど
も
、
二
人
の
役
僧
、
二
人
の
女
中
が

ぴ

＊‘‘おとなの学校，，ごあんない＊

し第7 0 期神戸市成人学校
○期間１０月１日→2 4 日よる６：００→８：００
○会場神戸市立勤労会館
○申込受付９月２１日→3 0 日市役所分庁舎５階社会

教育課へ申込書に受講料を添えてお申込
みください。

○各科は先着順で受付け、定員になり次第しめきりま
す。なお、一度お申込みの科目の変更や受講料等の
拡戻しはいたしません。

○科目・講師・日程・受講料は次のとおりです。
｡ 「個人的思考と集団的思考」神戸大学助教授・田
口寛治１０月３，１７日、２４日￥２００
｡ 「風景写真の美学」日本写真協会理事・棚橋紫水
ユ0 月４日、ｎ日、１３日、１８日￥１，2 0 0
。「釣入門」神戸大丸釣相談室・船越泰雄１０月７
日、１４日、２１日￥２００
。「家庭園芸入門」県立兵庫高校教諭・農学博士・
室井緯１０月１日、８日、１５日￥２００

伝第1 5 回神戸老眼大学
○目的一般教養の修得と今日的問題の理解を深

めることにより、新時代に対処する老人
像の形成に役立てることをもって、本講
座開設の目的とします

○資格神戸市在住の6 0 才以上のかた
○期．間１０月１日、３日、８日、１１日
○場所神戸市立勤労会館
○雑費受講料￥3 0 0 、ほかに見学実費￥6 0 0
○申込方法社会教育課でそなえつけの申込書に記入

のうえ、受講料（見学会実費も）を添え
てお申し込みください。

○受付９月2 6 日（金）
神戸市役所分庁舎１階ロビーにて受け付
けます。ただし先着順で定員になりしだ
いしめきります。

○備考課程終了者へは卒業証書を、皆勤者へは
精励賞を授与します。

神戸市教育委員会社会教育課
く神戸市生田区加納町６－７電話⑳８１８１内線2 7 8 2 ＞

なお「成人学校｣ 、「老眼大学」のお問合せは下記へお
願いします。
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オシャレ洋品の店

それがFu n a k l y aです

錘烏．

繍鱗霞！

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

三恵洋服店

Ｍｒ・Ｋｅｎｔ

圃圃国圃

cａｍｅｔｏＫｏｂｅ

流行に左右されない

元町３ＴＥＬ< 3 3 > ３６１７

本来のオシャレ己

それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗叩
晶
画
曹
Ｙ
ｖ
認

さんちかメンズタウンT E L ⑲0 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

元町２丁目
⑬４７０７～８

神戸テーラーザ〃ヘ

元町４丁目ＴＥＬ⑳７２９０

り
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シャレたセンスの

舶来品が

揃っています

高級紳士服専門店
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議烈薦
紳士洋品の店

Ｆ‐罰

ＴＥＬ２３－２３７６
神戸・二宮センター街

あらゆる体型に
フィットする
お誹えシャツ お

も
ち
ゃ
の
力
メ
ヤ

三
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
…
…
…

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
⑲
４
０
４
５

三
宮
店
セ
ン
タ
ー
街
大
洋
劇
場
東
隣
、
４
９
６
９

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
．
．
…
・
…

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側
⑳
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
⑲
０
７
６
８

Ⅲ‘側

膨読
墨

台扉

綴鍵

芝撫奈胃篭鮪
◆

1０５

r･~ﾛ静巽鎧器;唖､窪- ﾖ L P

■

ｍｏｄｅｓａｌｏｏｎ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



：

I蕊

電言舌ａａ－ＳＳａＺ

4

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
タクトレンズ

ｺ ｮ 双罷獄I ■廟彦
移罰羽Ｌ－仔・斡哲夢云一

神戸本社神戸市生田区三宮町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市東区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
京京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階篭話3 5 2 - 2 4 3 6

コンタクトレン
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．（2 3 ）２５７０ 東京有楽ビル店東京都有楽町有楽ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1

東京国際ピル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

鬼の蝿蝦本家巽書犠雛

鍵

子ＢＡＰ則

ざ■、
申 F

■■Ｐ時

子ＢＡＰ則

ざ■、
申 F

■■Ｐ時 聯
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砥
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総；

丙一ヨ

蝋 §侭Ｉ

雲争詫･や:

溌
器
鑓

甘

ご 贈答に風味豊かなカステーラ

長崎堂ｚｉ三店
本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４１３ o
さんちかスイーツタウン（ 3 9 ）３６２５

Ｌ』
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1０７

W 蝋肥
神戸■元町

ＡＣＣＥＳＳＯＲＩＥＳ

イクシ胃マヤ

ＴＥＬ．（3 3 ）２４１５．２４１６

大上鞄店
元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

創業鯛瀧苧惑雰

I 毒: 物の山下
‐古い老舗に罰Ｗせら' ズ

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑳０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末績製額
三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4

制

「Ｐ可
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ＴＥＡＲＯＯＭ

里角

壱
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禁
漁

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

，
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

壊譲蕊蕊鍵灘肝恥職鍵議議
（
毎
週
月
曜
日
休
み
）

５
６
７
４

ｸ ﾗ ﾑ ｰ ﾙ
営蕊時間

生田筋｡ 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7

洋酒の店

小川深雪
阪急西ｐ下る京町筋
ＴＥＬ〈3 9 ＞１４１３ ☆神戸。元町本通元一ビル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

１

神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店
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’洋酒の店キャンテイ

にhiqn骨ｉ
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ) ３０６０

２１３Ｋ１ＴＡＮＡＧＡＳＡＤＯＲＩＩＫＵＴＡ－ＫＵＫＯＢＥ

〃" Ｂ小万
生田新道相互タクシー上る

PHONE：窒二:霊：

砂Z'２"２４秒汐 〆

〃

松田真理子
生田・中山手２丁目８９．光ピル１階ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2

ｌ輩↑坐鞭匹…雷崖里竺
ソネビルTEL22-3637帯剥il寺とi指;:'''÷ー

ｕＬ埴

凸

『で可ｑ
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